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中国語の語りにおける知覚動詞の用法について

はじめに

小論では、中国語の語 りを支える言語的特性の一側面を明らかにすることを

目的に、知覚動詞の一用法について考察する。中国語の知覚動詞「兄」「瞬」な

どが「只」「忽」などの副詞と共起して用いられる形式は、小説などの語りの中

でのみ見られるが、この用法は、一文を越えて前後の文脈を内容的に取り込む

ことが必須であるなど、知覚動詞が一文の内部で用いられるときのふるまいと

は異なつた様相を見せる。小論では、この形式の構造特性と、語 りの中での機

能について考察したい。 1.では、対象とする形式の範囲の確定および出現環
境について調査・考察し、 2.では、前件の語法的特徴とその構成要素につい

て、 3.では後件と前件との対応関係について見ながら、旧白話章回小説の語
りの中で用いられるときの機能について述べる。 4.では知覚主体について考
察し、 5。 では語 りにおける表現効果について述べ、最後に旧白話章回小説と

当代小説との間に見られる用法の差異について若干触れる。

1.考察対象とその出現環境

小論で対象とするのは、知覚動詞の以下のような用法である。

は)～水辺系着一只小船。両企人商量着,要上船玩去 ;正往下走,只兄母来

在山下亭中招手叫他。到了亭前,只兄姉姉元力地倫着亭柱坐着,眼中似

有潤痕。妹妹達忙走述去～ (寂真)(水辺に小舟がつないであつた。ふ

たりは相談して、船に乗つていこうということになつた。 (道を)下つ

ているとき、母が山のふもとの東屋で手招きして彼を呼んでいるのが見

えた。東屋に着くと、叔母が力なく柱にもたれて腰掛けていて、日には

涙の跡が残つているようだつた。妹は急いで歩み寄り～)

子

-49-



に)の二箇所に見られる「兄」、はいずれも「只」と共起して用いられ、知覚

主体の視野に入つた情景などが「只兄」の直後で述べられている。このような
「兄」の用法は、以下のような語法上の特徴を持つ。すなわち、目的語の位置

には通常主述句が置かれ、名詞のみを置くことはできず、また、「了」「着」「道」

などのアスペクト辞を伴うこともできない (毛 1987.、 原田1997a.b。 )。 これら

の性質は、以下の(21に見られるように、知覚動詞が一文の中で用いられる場合

の語法上の性質とは異なつたものである。

121邪夫人～炊后l]出去,打鴛奇的臣卜房前述。只兄聟奇正然坐在那里倣什銭,

里了耶夫人,忙靖起来。 (笙楼少 第46回)(邪夫人は～裏門から出て、
鴛査の部屋の前を通つてみた。すると、鴛奇は座って針仕事をしている

ところで、邪夫人の姿を見るとあわてて立ち上がった。)

12)の中のふたつめの「兄」のように、通常は名詞を目的語にとり、アスペク

ト辞 (こ こでは「了」)を伴うことができるが、「只兄」の形式をとるとそれが
できないり。

毛1987.、 原田1997a.b.に よると、更に以下のような特徴が見られる。すな

わち、「只兄～」は、主語の位置に知覚主体を表す語句が明示されず、また、そ

の直前の文の述語動詞に制限が見られる。そして、知覚動詞のこのような用法

は、論述文や説明文には見られず、小説などの語りに見られ、特に旧白話章回

小説に多用されている。「兄」のほかに、「看兄」「看到」「瞬」「瞬兄」「瞬到」
「瞬得」や「党得」「感到」などの語に同様の用法が見られ、また、「只」のほ

かにも「但」「忽」「却」などの副詞が共起する。「只」の本義は「範囲の限定」

であるが、「只兄」の「只」はある対象への特別の関心という派生的な意味で用

いられていることを毛1987.では指摘している。

ここで、「只兄」の出現環境に関して、以下の例を見ていただきたい。

(o我到処伐他也技不着,急得満共大汗,后来,我走逃体育傭,只兄他一介
人在胞歩,我忙城道 :“小張,体il我技得好苦!"(僕はくまなく彼を探
したが見つからず、気が急いて顔中汗が噴き出していた。その後、体育

館に入つていくと、彼が一人で走つていた。僕は急いで叫んだ「張君、

随分骨折つて探したんだぞ !」 )(毛 1987.)

1)「
只兄～」の「兄J、 「瞬」などが「了J、 「着J、 「道」などのアスペクト辞を伴うことができず、
かつ、その直後において具体的な知覚内容が表されることは、ちょうど、「悦Jな どの発言動
詞が、その直後に具体的な発話内容が述べられる場合には、アスペクト辞を伴うことができな
いことと類似している。
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毛1987.によると、13)の文章中から下線部だけを取り出すと文法的には成立

するが、「只兄」の意味が活かされないために自然な文とはならず、自然な文と

して成立するためには、131に示された文章全体が、下線部の出現環境として必

要であるという。

以上のような特徴をふまえ、小論では以下のように図式化をして考察を進め

ていきたい。

先行文脈 /〔 SlVl〕 /「只兄」〔S2V2〕 / 後続文脈
前件      後件

図式の中では :用いられる知覚動詞および共起する副詞を「兄」と「只」で

それぞれ代表させて「只兄」とし、その前件と後件は主述句で示してある。S:
動作主体、V:述部の動詞 (句)を表す。なお、次節以降において、図式中の
「只兄」十 〔S2V2〕 を、便宜上、「只兄～」もしくは「只兄～」構造と記すこと

がある。

2.前件の構成と述語動詞

「只兄～」の前件 〔SlVl〕 の述語動詞 (Vl)と しては主に、①知覚動詞、②

空間移動を表す動詞が用いられている。この他の動詞が用いられる場合は、ア

スペクトの面で制限が見られ、④「～している (進行・継続)」、「～し終わつた

ばかり」、「～しようとしている」、「～し始めた」、「～し終わつていない」など

の意味を表す場合に限られるようである。以下に具体例を見ていこう。

14)宝叙在亭外瞬兄悦活,便窯柱脚往里綱瞬,只瞬悦道 : “体礁逮手帖子,

果然是称去的那決,称就拿着 ;要不是,就込芸二爺去。"(笙楼夢 第27

回)(宝叙は東屋の外で話を耳にし、足を止めてよく聴くと、「このハン

カチを見てよ、やつばりあなたが落としたハンカチじゃないの。さ、取

つて。さもなくば、芸二さんにお返しして」と言つているのが聞こえて

きました。)

151有一回地推升宙戸,想看看天,却看兄楼上的隅台桂梓停満了麻雀,心里
男J的一跳,知那主人己径高去。 (K恨歌)(ある時、彼女が窓を開けて空

を見ようとしたところ、なんと階上のベランダの欄干にスズメがびつし

りと停まっているのが目に入り、ギョットしたが、そこの主人がすでに

引つ越したことがわかったのであった。)
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に)、 15)の前件には知覚動詞「瞬」、「看」がそれぞれ用いられている。

前件 〔SlVl〕 中に知覚動詞が置かれる場合は、その動詞によって表される知

覚活動 (見る・聴く)に よつて生じた結果 (見え・聞こえ)の内容が、後件 〔S2V2〕

において述べられるという、行為と結果の関係 銀口ち「見た結果、見えた」)と

して自然に理解ができる。このことから、「只兄～」の前件に知覚動詞が置かれ

た場合 (例えば :「看…只見…」)を、この用法の基本形式とみる考え (申 2003.、

253頁)は妥当であり、また、以下に順次検討していくように、知覚動詞ではな

い動詞が前件に置かれた場合でも、その後に知覚動詞を補うことができること

から、知覚動詞はこの構造の構成要素であつて、実際の個別の文章の表面には

現れることも隠れていることもあるものと理解できる。

次のに)では、前件の述語動詞によつて動作主体の空間移動が表されている。

俗)堂屋里一介人也没有了,喜触燃尽了,屋槍下的笙灯也天了。我走逃和娼

娼同住的那同可怜的小房,只兄娼娼也才回来,正在解曰腰,打軽子上的
土。地忙了好些天,地累了。 (撒尼大多)(正房には誰もいなくなつてい

た。お祝いの蝋燭は燃え尽きていて、軒下のお祝いの灯火も消えていた。

母さんと暮らした哀れな小部屋に入ると、母さんもやつと戻つてきてい

て、腰巻を解き靴の土埃を払つていた。母は何日も忙しく、疲れていた。)

16)では、動作主体の空間移動によつて新たな視野が開け、後件で述べられて

いる光景がその視野に入つてくる、という関係がみられる。

次のに)の前件では、姿勢を変える動作が表されており、{0の前件では、灯り

を傾けるという動作が、19)ではふすまを開けるという動作がそれぞれ表されて

いる。

17)(宝玉)口里悦着,忽二回身,只兄林黛玉坐在宝叙身后根着嘴笑,用手

指共在股上画着羞他。 (笙楼夢 第28回)(宝玉は日の中でぶつぶつ言つ

ていましたが、ふと振 り返ると、黛玉が宝扱の背後にすわつたまま、日

をすばめて笑い、指で顔に人の字を書いて彼をからかつているのでし

た。)

(0宝玉瞬悦,果然持灯向地下,只兄一口鮮血在地。宝玉慌了～ (笙楼夢 第

30回)(宝玉はそれを聞いて、灯を床に向けると、鮮血が床に滴ってい

ました。宝玉はあわてて～)

19)“～体大概決力因力娼娼不給体銭,称就可以去倫男J人的末西冴。"只島

折兄老婆一辺速久悦一辺暁暁地咳嗽着,就不由得倒吸一口冷気,急忙拉

升病人房同的須隔崩。只兄大ノL子膚太郎被祖母和母来緊緊追同,昆出局
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促緊弘的祥子。“層太郎,弥力什久挨悦 ?(小小王国)(～お前はまさか、

いくらお母さんがお銭を上げないからと云つて、人の物を盗んで来たの

じゃありますまいね)こ う云いながら、ごほん、ごほんと力のない咳を

している細君の声を聞くと、貝島は思わずぎょつとして急いで病室の襖

を明けた。そこには総領の啓太郎が、祖母と母親とに左右から問い詰め

られて、固くなつて控えているのであった。「啓太郎、お前は何を叱ら

れているのです。～ (小さな王国)

17)、 (81、 19)の前件に置かれた姿勢動詞や動作動詞はいずれも、対象を見ると

いう知覚活動を成立させるためにとられた姿勢や動作を表していることから、

主体の空間移動を表す動詞に準じるものと考えられる。また、これらの動詞は

必ずしも完成アスペクト辞を伴なってはいないが、実際には、それらの動作・

行為が遂行され完成して初めて、知覚活動が成立し、その結果として後件での

光景が視野に入つてくるのである。このように、主体の空間移動、姿勢の変化、

道具などを用いて新たな視界を開くことを表す動詞が前件に置かれる場合は、

その動作・行為が完成しているという特徴が見られるが、以下に見るように、

これらとは異なつた動詞が前件に用いられると、アスペクトの面で別の異なつ

た制限が見られる。以下の例を見ていただきたい。

001弘桐悦完活,只兄他那痩K影子在宙妖上晃来晃去,半天才揺共収気悦 :

“弘仁兄,～ (房客)(張桐が話し終わると、彼 (魏云清)の細長い影

が窓に映つてゆらゆらと揺れていたが、しばらくしてから首を振つて嘆

息しながら言つた「張にいさん、～」)

に0二人正悦着,只兄湘云走来,笑道 :“二冊■,林妹妹,体イI]天天一赴玩,

我好容易来了,也不理我一理几。"黛玉笑道～ (鉦楼夢 第20回)(二人

がちょうど話していると、湘雲が入つてきて、笑いながら「お兄様、リ

ンさん、おふたりはいつもいつしょに遊んでいて、私がやつとのことで

来たというのに、構つても下さらないのね。」と言いますと、黛玉は笑

いながら～)

に0妹妹～笑道 :“凍快扱了,只是底下有青苔,滑得彼。"他慢慢地胞起来,

只瞬兄脚下水的。妹妹～ (寂真)(妹は～笑顔で「すごく冷たい、でも

底に苔があつてヌルヌルしてるよ。」と言つた。彼がそろそろと駆け出

すと、足の下で水が音を立てた。妹は～)

は0-活未了,只瞬省外竹子上一声噛,恰似宙尼子倒了一般,余人嘘了一跳。

(笙楼夢 第70回)(その言葉が終わらないうちに、窓外の竹のところで
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ドンと音がして、まるで蔀戸の支え棒が倒れたかのようで、みなは跳び

上がるほど驚きました。)

uOlは行為が完了したばかりであること、mは行為が進行中であること、C21は
動作の開始、C31は行為の未完了をそれぞれ表している。
このように、これらの動詞が、「～し終わつたばかり」、「～している」、「～

し始める」、「～し終わつていない」、「～しょぅとしている」のなどの動作・行

為の段階にあることを表す場合に前件に用いられることは、先に見た空間移動、

姿勢の変化などを表す動詞が、その動作が完成したことを表して前件に用いら

れることと対照的である。これらの動詞の場合は、後件で述べられる新たな事

象・出来事との間に接点をみつけようとした場合、前件での動作・行為を始め

たところであつたり、進行中であつたり、終わつたばかりであったり、或いは

まだ行つていないような段階であるならば、そうした背景的な状況のために、

その時点を提えて、後件での出来事などの介入が瞬間的に発生しやすい、とい

うことであろう。

以下の例も、上に準じるものと考えられる。

m～因J悦到遠里,忽瞬外面人砂嘆起来,又悦 :“不相干的,男J嘘着老太太。"

(笙楼夢 第39回)(こ こまで話したところで、突然、外で人の騒ぐのが

聞こえました。「たいしたことはない。ご後室を驚かせるのはいけない。」

と言つています。)

151郭孝子走到天晩,只瞬得山洞里大吼一声,又跳出一只老虎来。郭孝子道 :

“我今番命真絶了!"(儒林外史 第38回)(郭が歩いているうちに日が
暮れてしまった。すると、山の洞穴から大きな吼え声が聞こえ、またも

虎が1匹跳び出してきた。)

回の前件では、話すという行為が時間の流れの中である段階まで続けられた

ことを、u51の前件では、歩くという動作がある時点まで継続したことが表わさ

れている。これらの場合も、継続する動作 0行為が遂行過程のある段階 (時点)

まで達したことが前件で表されている点で、仁0～ u31の場合と共通しているめ。

上に挙げたような動作・行為は時間的な幅の中で遂行されるものであり、「只
兄～」によつて導入されるところの新たな事象や出来事が介入してこなければ、

3例鵬盗F‰訪鼈 耀」
L末

盪 軋 ¥ちることから、この例の場合は
移動動詞のグループに分類することも可能である。
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前件の動作・行為はそのまま遂行されていたであろうと思われるものである。

後件 〔SlVl〕 で表される事象・出来事が、しばしば思いがけないものであった

り、突発的なニュアンスを帯びて読み取れる (毛1987.)のは、動作 0行為の遂

行のある段階 (始まり、途中、完了直後など)に切り込むように、後件で表さ

れる新たな知覚対象が、視野に入り込んでくることが表されているからであろ

う。                   ・

このように見てくると、前件に知覚動詞が置かれない場合 (実際には文の表

面に現れないだけであろうが)でも、前件と後件との間には、時間の隣接 (空
間移動、姿勢の変化などの場合)や時間の重なり (その他の動詞の場合)が見
られることがわかる。

以上のように、前件に述語動詞が置かれる例が最もよく見られたが、以下の

ように、時間を表す語句が単独で置かれて前件を構成している例もある。仁0で

は時間の経過を表す語句が、但つでは時点を表す語が置かれている。

は0少頃,只兄宝叙辞族娼等也逃入去了。忽兄紫閣炊背后走来,悦道 :"姑

娘吃劾去署,～ (笙楼夢 第35回)(ま もなくして、宝叙や辞娘娼たちの

入つていくのも見えました。と、突然、紫謁が背後からやつてきて「お

嬢様、お薬をお飲みにお帰り下さい。～」と言いました。)

はつ娼娼装作睡了的声音 “嘔"了―声,表舅叫娼娼明早鴻叫共遍就倣仮,悦
他要出通個。第二天,只兄表舅和大駄掟都坐着滑竿出城,后面眼着箱子,

鋪蓋,逐有十来企囲兵。 (撒尼大多)(母 さんが狸寝入りでグーという声
を出した。おじが、明日の朝は遠出をするから一番鶏が鳴いたら

｀
ご飯を

用意してほしいと母さんに頼んだのだ。翌日、おじと大隊長はそろって

竹駕篭に乗つて町を出た。箱と夜具と十人ばかりの兵隊が後に従つてい

た。)

上のように、前件に時間詞などだけが置かれた例は、今回の調査の限りでは

多くはないが、動詞が置かれる場合に時間の隣接・重なりが見られたように、

時間が、この構造に|と つて欠かせない要素であることから、時を表す語句だけ

が単独で置かれることによっても、この構造が成立するのであろう。

次のは0、 伍9のように、時を表す語句に続いて、ある状態・状況などが前件で

述べられている例も、少数ながら見ることができた。

は0那一日早上,達併也没的吃,只兄外面走逃一今人来,共戴方巾,身穿元
色直綴,走了逃来,和他洪一供手。季悟逸道 :“賎姓季."那人道～ (儒

林外史 第28回)(ある日の朝、食べるピンもなくなっていると、外から
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人が入つてきた。方巾をかぶり黒い直綴を着ていて、入つてくると季に

向かつて丁寧にあいさつをした。季悟逸が「季と申します。Jと あいさ
つすると、その人が言うには～)

191等到三更尽后,月 色分外光明,只兄老虎前走,后面又帯了一企木西来。
那末西渾身雪白,共上一只角,両只眼就像両盛大笙灯先,直着身子走来。

郭孝子汰不得是企什仏木西。只兄那木西走近眼前,便坐下了。 (儒林外
史 第38回 )(三更が過ぎ去ろうとする頃、月の色がことさら明るい。と、

虎が前からやつてきた。後になにかをつれている。それは全身が雪のよ

うに自く、頭に角が一本あつて、両日は大きな赤い燈篭のようで、直立

して歩いてくる。郭孝子はそれが何なのか分からないでいると、それは

すぐ前まで近よつてきて座り込んだ。)

181では、冒頭に時を表す語句が置かれ、続いて、その時における作中人物の

状態が述べられている。は9では、冒頭に時を表す語句が置かれているが、ここ

で示された「時」は仁9の文章全体に共通した「時」を表している。それに続い

て、最初の「只兄～」の前件では、その時におけるある種の状況 (やがて後件

で述べられるところの出来事が起こる場の光景)が表されている。二番目の「只

兄～」の前件では、作中人物に関するある状態・状況が述べられている。

、前件については、このほかに、旧白話章回小説の中で、「只兄」が段落の冒

頭に置かれた例が見られる。段落分けは、読み手によつて必ずしも一定のもの

とはいえないが、ヽそこに段落を置くには、内容的なまとまりを感じ取っている

ということである。201は、「只兄」が段落の冒頭に置かれている例である。

1201和尚～悦道 : “本村失了火,凡被焼的都没有房子住,一企企搬到我逮庵
里吋,再蓋両逃屋也住不下,況且体又有今病人,那里方便「FL?"只里庵
内走出一今老翁来,定晴看吋,不是男J人,就是活保正。 (儒林外史 第16
回)(和尚が～「この村は火事で、罹災者は住む家がなくなり、一人ま

た一人と私の庵に移つてきて、二棟建て増しても足りないのです。おま

けにあなたのところは病人がおありなので、ご不便でしょう」と言つた。

と、そこへ庵から老人が出てきた、日を凝らして見ると、他ならぬ港保

正だった。)

1201の原文では、「只兄～」のところから改行され、その直前である前段落の

末尾にはせりふが置かれている。「只兄～」の前件を構成するはずの動詞句や時

を表す語句などは、ここでは用いられていない。前件と見なせる箇所を見つけ

るならば、前段落末尾のせりふの内容が示すその場での状況であろうか。
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以上のように、「只兄～」の前件には、典型的なものから周辺的なものまで

が見られるが、動詞句が置かれる例が最も多く見られ、その場合の前件と後件

には、先述したように、時間的な隣接や重なりが見られることが、この構造の

ポイントの下つと言えそうである。

次節では、前件と後件のつながりについて検討していく。

3.後件と前件の関連性について

後件 〔S2V2〕 において表される「見え・聞こえ」の内容としては、事物 0人

物の状態・様態・様子、自然の風景など、静的な情景 0光景と、動作・行為な

ど動的なものとの両方が見られ、先述した前件の述語動詞のようには、明らか

な使用制限は見られないようである。後件で表される内容の最大の特徴は、そ

れが、知覚主体にとつて思いがけない・予測を越えたような情景であるという

ことである。なぜなら、前件 〔SlVl〕 と後件 〔S2V2〕 との内容には、もともと

何の因果関係も見られない。たとえば、例 (1)において、前件の「(船着場に

下りるために)道を下る」ことと、後件の「母が手招きして呼んでいる」こと、

或いは例回の前件「話をしている途中である」ことと、後件「湘雲が入つてく

る」こととの間には、特に内容的な関係は見られない。ただし、両者には時間

的な重なりや隣接が見られる。そのため、「只兄～」は、前件で表される動作・

行為の遂行される時点・状況などと、後件で述べられる「見え・聞こえ」とし

ての現象や出来事とを結びつける連接詞のような役割をしているかのようにも

みえる。

後件と前件とを少し詳細に見比べてみると、両者の間には、ある対応関係が

見られる場合が多い。すなわち、①前件に知覚動詞が置かれた場合は、後件に

存現文が見られる傾向がある。(例 :5、 21)。 ②前件に空間移動や姿勢の変化な

どを表す動詞が置かれた場合は、後件には動作の進行・持続や静的な現象・事

象が表される傾向がある (例 :1、 2、 3、 6、 7、 8、 9、 22)。 ③前件に置かれた

動詞について、動作・行為の進行、開始、未完成、完成直後などの段階にある

ことが表されている場合は、後件では動作や動的現象が表わされる傾向がある

(例 :10、 11、 12、 13、 23、 24)。 以下に例を追加してみよう。

20然而,徒陀多元意之中拾起共来向血池上空眸目一望,只兄寂静昇常的一

片黒暗中,炊遥通的天辺垂下一餐恨色的蜘蛛生。 (蜘蛛生)所が或時の

事でございます。何氣なく健陀多が頭を奉げて、血の池の空を眺めます
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と、そのひつそりとした暗の中を、遠い遠い天上から、銀色の蜘蛛の糸

が、～～自分の上へ垂れて参るのではございませんか。 (蜘蛛の糸)

②粛金弦瞬了,同他一井来到状元境刻字店
`只
兄那姓渚葛的正在那里探共

探肪的望～ (儒林外史 第28回)(粛金弦はこれを聞くと、彼 (季悟逸)

とともに状元境の印版屋へやつて来た。するとそこでは、その渚葛とい

う姓の男が首を長くして待つていた。)            .
侶Dは前件では知覚動詞が用いられ、後件では存現文によつて事物 (蜘蛛の糸)

の出現が表わされている。122)の前件では主体の空間移動が表され、後件では「待

ち望む」という静的な行為が表されている。

123)逮吋,他看兄后l]口正停下一輌自行卒,原来是老克謄,他正要叫,却兄

老克謄径直汗了后|]逃去,11経経地美上了。(K恨歌)(そのとき、彼は

裏門のところに自転車が止まるのを見た。“オール ド0カ ラー"のやう

だつた、彼は呼びかけようとしたが、
“
オール ド・カラー"はすぐに裏

門を開けて入つて行き、門はスーッと閉じてしまった。)

(器)の前件では「呼びかける」行為がまさに始まろうとしていることが述べら

れ、後件では継起する動作・事態 (門を開けて、入り、門が閉まる)が述べら

れている。

また、例回の前件「走到天晩」とu51の前件「悦到速里」は、動作行為がある

時点や段階まで継続したことを表しているが、回、L51のいずれ場合も、後件は

動的 (騒ぎ出した、一声吼えた)であるので、これらは、前件に置かれた動詞
が動作・行為のある段階を表す場合 (③)と類似した結果となっている。

以上の①、②、③を照らし合わせると、次のことが考えられる。すなわち、

②においては、前件で述べられた空間移動等が遂行されたことによつて新たな

視野を得た主体が、後件で表される静的な光景などの持続状態のある時点 (知

覚の時点)において、その静的状態の中へ入り込むようなかたちで、知覚活動

を成立させtその結果の「見え・聞こえ」が後件で表されるような内容となつ

て引き出される、と言えようか。また、③の場合は、ある時間幅の中で遂行・

継続している動作・行為などが、ある段階 (時間的側面)に達していることが

前件で表され、そこへ、後件で表される別人物の動作や出来事など動的な事象

が入り込むように発生・出現したことが、知覚主体によつて知覚される、と言

えようか。           .

次の (2)は上の分類では②に入るが、特に旧白話章回小説の語りの中で頻繁
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に用いられて、『紅楼夢』ではほとんど定型となつている形式である。

1241有人回悦:“族太太来了。"更母等因J靖起来,只兄辞族娼早逃来了,一面

月坐,笑道 :“今几老太太高共,速早晩就来了。"家母笑道～ (笙楼夢 第

40回 )(「奥様がお着きです。」と知らせが入り、後室等が立ち上がると、

辞族娼が早くも入つてきて、席に着きながら笑顔で「きょうは大奥様の

ご機嫌がよろしいので、こんなに早くまいりましたの。」と言いました。)

00のように、新たな人物の物語場面への登場が、知覚主体の視野に入る出来

事として提示され、続いてその人物との対話・会話が始まるという一連の形式

は、旧白話章回小説でしばしば見られる。『紅楼夢』では、ストーリー展開のた

めの典型的な方式のひとつとなうている。毛1987。 では、「只兄～」は後続文脈

とも必須の関係をもつとしているが、1241の ような場合もその代表例でありt後

続文脈では会話が続いて物語の展開につながつていくのである。

新たな人物の物語場面への登場を、出来事としてそのまま述べるのでなく、

知覚主体の視野に入つた出来事として提示するのは、知覚主体との接点・関わ

りを示そうとしているからであろう。その際、知覚主体が明示されず、文脈を

たどつても必ずしも容易には特定できないことは、局外にある全知の語り手の

視点と作中人物の視点とが、往々にして不分明である『紅楼夢』のような作品

においては、何の不都合なこともない。誰が知覚主体であるかということは、

さほど重要なことではないのである。しかし、後述するように、当代小説では

この形式はほとんど用いられなくなる。

後続文脈の内容は、後件のS2についての内容か、前件のSlについての内容か

というと、1251の ようにSlの場合も少数見られるが、多くは 00のように、S2に

ついての叙述である。

1251二人正悦活,只兄Y共来清吃仮,逐都往前共来了。王夫人兄了林黛玉,
～ (鉦楼夢 第28回)(ふたりがちょうど話しているところへ、侍女が来

て食事の時間だと伝えたので、(ふたりは)前の部屋へ来ました。王夫
人は黛玉を見て～) |

(5)では下線部の動作主体は前件のSl(「二人」)である。
(“)晴露瞬了,只得拿了帖子往斎湘傭丸 只兄春紆正在桂/FF上瞭手帖子,里
他逃来,忙援手几,悦 :“ 睡下了。"晴要走逃来,～ (笙楼夢 第34回 )

(晴霙はそう聞いて、やむなく斎湘倍へやつてきました。と、ちょうど

春繊が欄干にハンカチを乾していて、晴要が入つてきたのに気づくと、
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あわてて手を振って、「(黛玉さまは)お寝みになりましたの。」と言い

ました。晴霙は入り込んできて～)

1261では、後続文脈の下線部はS2(春紆)についての叙述である。

『紅楼夢』では、00のように後件での動作主体についての叙述がその後も続
いてゆく例が多数見られ、そのような例もまた、そのまま物語の進行・展開ヘ

とつながっていく場合が多い。

4.知覚の主体について

「只兄～」構造の後件において述べられる事象を、知覚されたものとして提

示することは、その事象と知覚主体との間に何らかの接点を設けようとするか

らであろうが、それでは知覚主体とは誰を指すのかということが問題となって

くる。

「只兄～」構造は「`只 '十動詞 (知覚動詞)十 目的語 (知覚内容)」 という

構成になっているが、主語の位置には常に何も置かれない。「只兄」が文頭に置

かれる例も少なくないが、その場合も主語の位置には何も置かれないため、知

覚主体が指し示す対象は先行文脈から探し出さねばならない。ところが、前件

〔SlVl〕 の主語がそのまま引き継がれて「只兄γ」の知覚主体となっているよ

うに理解できるものばかりでなく、そうとは理解できないものも少なくない。

けつ有四今女人騎弓,弓場里就是一片尖叫声。只ユ四匹弓一溜排升,在場
子里奔弛,毎匹弓上都高肇着一今共友瓢散,両眼友直,狂叫不已的女子。

(述把痛就死)(四人の女が馬に乗り、馬場は甲高い声に満ちている。
四頭の馬が一列に並び、馬場を疾走しているが、どの馬にも、髪を振り

乱し、日を釣り上げて、叫びやまない女が乗つている。)

|つ の知覚主体は、前文の「四人の女」であるとは考えにくい。この小説の一

人称の語 り手、或いは、馬場にいる作品中の観衆が、語り手の視点を反映して

知覚主体となっていると考えるべきであろう。申2003.で は、このように、主語

が示されないことと、「只兄～」の直後から新たな事象や出来事が述べられると

いう特徴に着日し、「只見～」は「動詞 +目 的語」の述渭構造ではなく、「話共」

(話のきっかけ、接ぎ穂)であるとしている。
しかしながら、「只兄～」は、やはり語りにおける視点と無関係でないこと

は確かなようである。それは、(器)の ように、前件での移動主体などが主要人物

でない場合は、後件に別人物の登場があつても、その様子を「只兄」で導いて

はいないことから推察される。
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1281Y共方逃来吋,忽有人来回悦 :“博二釜家的西今嫁嫁来清安,来兄二釜。"

(笙楼夢 第35回)(侍女が入つてきたその時、突然、使いが来て「博さ

まのお宅の老女がご挨拶に来られて、坊ちゃまにお会いしたいと言つて

います。」と伝えました。)

(田)において、「忽兄有人来回悦～」とすると、前件のSlである「Y共」(侍女)

が知覚主体となるような読みの可能性が生じてしまう。しかしながら、この侍

女は物語において主要人物ではないため、彼女の視点から出来事を眺めるよう

なことは通常ありえないので、この例では「只兄～」が用いられていないので

あろう4)。

5。 表現効果

「只兄～」構造には、「只」以外にも「但」、「忽」、「却」などの副詞が共起

して用いられ、知覚された現象・事象が突如として視野に入りこんできたり、

思いがけないものであったり、ひときわ注意をひくものであったり、という意

味が付与されたり強調されたりする。

毛198Zでは、「只兄～」の前後文脈には「緊張した雰囲気」をもつ背景描写

が必要であると指摘している。次の例は、継起する一連の思いがけない出来事

が、次から次へと視界に入つてくる緊迫した様子を、「只兄～」を連続使用する

ことによって表している。

1291到第二日,雪晴。……郭孝子辞男J了老和尚又行,……郭孝子走的慢,天

又晩了,雪光中照着,通通望兄村林里一件笙木西桂着。半里路前,只兄
一介人走,走到那木西面前,一交映下洞去。郭孝子就立住了脚,……定
晴劉看,只兄那笙末西底下竹出一企人,把那人行李拿了,又鈷了下去。
郭孝子便急走上前去看。只兄那村上吊的是今女人,披散了共友,身上穿
了一件笙杉子,…… (儒林外史 第38回)(三 日目に雪が晴れた。……郭

孝子は老和尚と別れ旅を続けた。……郭は歩みが遅く、また日が暮れる

と、雪明りに照らされて遠くの林の中に赤い物が掛かっているのが見え

た。半里ほど前には人が歩いている。が、その赤い物の前まで行くと、

倒れて谷間に落ちていつた。郭は足を止めて……目をこらしてよく見る

と、その赤い物の下から人間が現れ出て、谷に落ちた人の荷物を取ると、

4)『
紅楼夢』に見られる語り手の視点と作中人物との視点に関わる言語標識については,拙稿
(1995)で取り上げている。

-61-



またもぐり消えた。郭は…急ぎ足で近づいて見ると、樹上から女がつり

下がつていて、髪はばらけ、赤い単衣を着ていて……)

新たな現象・事象が視野に入つてくる度に、そのすべてが「只兄～」によっ

て導かれるわけではない。眼前に展開する現象・事象などの中から、ひときわ

注意を引くものが選択されて「只兄～」で導かれていると理解できる例を見て

みよう。

『紅楼夢』には、林黛玉が祖母の下で養育されるために、長旅の後に栄国邸

に入り、祖母を始めとして、姉妹や宝玉に初めて会うまでのことが時間を追っ

て順に述べられている件があるが、その中から「只兄～」が現れる箇所を取り

出して順に追つてみたい。

80又行了半日,忽兄街北眸着両企大石獅子,三同善共大l],日前列坐着十

来今年冠雨服之人。 (笙楼夢 第3回 以下同じ)(さ らにしばらく行くと

突如、通りの北側に大きな石の獅子が眸まつていて、鬼瓦の二仕切りの

表門には、門前に華やかな衣装の十人ほどのが座ちています。)

この後、屋敷の中の様々な光景が、駕篭に乗り、或いは徒歩で歩む黛玉 (或

いは、黛玉とその背後の語り手)の視野の中に次々と入つてくる光景として描
かれていくが、その描写の中で、「只兄～」は次の 00まで見られない。

00黛玉方逃入房吋,只兄西企人柊着一位髪友如銀的老母迎上来,黛玉便知

是他外祖母。 (黛玉が部屋に入ると、銀髪の老婦人が二人の人に支えら

れて迎えに出てくるのを目にして、黛玉は、祖母だと悟りました。)

祖母と孫娘との出会いと、それに伴う祖母の感動の表出とは、第3回の中で

もクライマックスの場面のひとつである。この後、祖母と黛玉の会話が続く。

次に「只兄～」が見られるのは以下の場面である。

(2)不一吋,只兄二企妨嫁嫁井五六今Y質,族棚着二企姉妹来了。 (ま もな
く、二人の平L母と五、六人の侍女に囲まれて二人の姉妹が現れました。)

(2)は迎春、探春、惜春の三姉妹の登場場面である。この後、黛玉をかこんで

の会話が続く。次に「只兄～」が見られるのは、王熙鳳の登場場面である。

1331-悟未了,只瞬后院中有人笑声,悦 :“我来退了,不曾迎接通客 !"…
・…黛玉…・。りい下想吋,只兄一群娘如Y髪園欄着一企人炊后房日遊来。(そ
の言葉が終わらぬうちに奥庭から笑い声が聞こえ、「遅くなりました。

遠来のお客様をお迎えもしないで。」 ・̈黛玉は…内心 (誰かと)考えて
いると、多数の妻女や侍女に囲まれて、奥の間から入つてくる人がいま
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す。)

王熙鳳の登場場面では、次の「只兄～」も見られる。

(M)更母笑道 : “……体只叫他 `風辣子'就是了。"黛玉正不知以何称呼 ,
只兄姉妹都忙告訴他悦 : “遠是瑳娘子。"(更母は笑顔で「この人は “幸

子の鳳さん"と 呼べば十分だよ。」と言いましたが、黛玉はどう呼べば

よいか分からずにいると、姉妹たちがすかさず「これは瑳のところのお

捜さまよ。」と教えてくれました。)

歓談の後、更母の指示で、黛玉はおつきの婆やに連れられ、邪夫人、更赦と

順にあいさつに赴く。ここまでの長い叙述の中で「只兄～」は一度も使われて

いない。そして、次に「只兄～」
が見られるのは以下の場面である。

00茶未吃了,只兄一介穿生後沃青鍛格牙背心的Y髯走来笑悦道:“太太悦,

清林姑娘到那辺坐要。"(茶を飲み終えぬうちに、赤い綸子の上着の上か

ら縁をとつた黒い緞子のベストを着た侍女がやつてきて、にこやかに

「奥方さまが、林の姫様にお越しいただくようにとのことでございま

す。」と伝えます。)

このことばを受けて黛玉は場所を移動し、王夫人に会って、二人の会話が続

く。その後は、以下の場面で「只兄～」が見られる。

(“)黛玉一一的都答座着。只兄一企γ質来回:“老太太那里特晩仮了。"(黛

玉が一つまた一つと答えていると、侍女が来て「ご後室様よりご夕食の

ご案内です。」と伝えます。)

黛玉は王夫人に連れられて更母のところへ戻り、皆と歓談を続ける。次に「只

兄～」が見られるのは宝玉の登場場面である。

00-悟未了,只瞬外面一昨脚歩的,Y髪逃来笑道 :“宝玉来了!"黛玉……

心中想着,忽兄Y髪活未扱完,已逃来了一位年経的公子。 (その言葉も
終わらぬうち、外から足音が聞こえます。侍女が入つてきて笑顔で「宝

玉さまがお見えです !」 と取次ぎました。黛玉が内心思案していると、

侍女の取次ぎの言葉も終わらぬうちに、若い公子が入つてきました。)

宝玉の登場場面では、次の「只兄～」も見られる。

(田)黛玉……心下想道 : “好生奇怪,倒象在那里兄述一般,何等眼熟到如
此!"只兄逮宝玉向更母清了安,～ (黛玉は……内心「なんと不思議な

こと、どこかでお会いしたよう、こんなに見覚えがある気がするなん

て !」 と思つていると、その宝玉が後室にご機嫌の挨拶をするのが見え

…)
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このように、物語の展開のなかで、「只兄～」に導かれる場面は、知覚主体5)

の関心をひときわ引くような、詳細な描写にふさわしい場面である。「只兄～」

は事象や事実を主体の「見え」として提示する言語形式であるが、作品中のあ

またの事象や出来事の中から、ことさら際立つ前景的な事象や出来事を選択的

に引き出して描写しているものと考えられる。

おわりに

「只兄～」は以下のように整理できる。①前件と後件との間に見られる時間

の重なりや隣接性が、この構造を成立させている。②前件においては、新たな

視野を導くための条件となる場・状況などの設定がなされる (例えば :知覚活

動 (見る・聴く)、 空間移動、姿勢の変化、時間や場面の提示)。 前件に置かれ

た空間移動、姿勢の変化などを表す動詞 (句)は、その動作・行為が遂行され
完成・完了した場合であり、また、その他の動詞の場合は、動作・行為が「～

している (進行・継続)」 「～し始めた」「～したばかり」「～しようとしている」
「～し終わつていない」などの段階にあることが要求されるのは、どちらの場

合も、後件に述べられる「見え・聞こえ」としての事象や出来事と、前件の内

容とが、時間的な重なりや隣接性をもちやすいという性質が見られるためと考

えられる。③後件においては「見え・聞こえ」の内容が述べられるが、それは

知覚主体にとって予測を超えた思いがけない現象・事象であり、かつ、ことさ

ら注意を引かれるような前景的な現象・事象である。前件の内容と後件の内容

とは継起する順に述べられ、かつ、両者の間に因果関係はない。④後件で述ベ

られる現象・事象をそのまま示すのでなく、知覚主体の「見え・聞こえ」とし

て提示することによつて、後件の内容と知覚主体との間に接点があることを表

していると考えられる。しかし、知覚主体は明示されず、文脈の中で必ずしも

容易には特定できない。⑤『紅楼夢』などにおいて、物語の展開につながる新

たな人物の登場がしばしばこの言語形式を用いて表されるのは、上の④による

ものと考えられる。

「只兄～」は旧白話章回小説に多用されているが、当代小説ではその使用度

ははるかに低い。例えば、次の 09、 (m)の例では、旧自話章回小説であるなら

5)銭
1997.では、例1381を挙げ、その英文訳についてコメントする中で、ここでの光景を目にする
主体を黛玉であるとしている。306頁 .
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ば「只兄～」が用いられるであろうと、容易に推測できるような典型的な場面

が提示されているが、以下のように「只兄～」は用いられていない。

1391我一脚賜升11逃去,社梅正一企人一辺吃橘子一辺看屯祝,床上擁了一片

新要的衣服,神恣恰然。 (述把療就死)(扉を蹴 り開けて入ると、杜梅が

ひとりでみかんを食べながらテレビを見ていた。ベッドには新しく買つ

た服が広げられ、満足げな様子だつた。)

101両企核子走到了汽卒靖芳辺的点心店,里面只有亦娼一今人在擦着菓子 ,
他↑]心里有点害lln了 ,靖在 l]口 不敢逃去～ (兄弟)(二人の少年が駅の

脇のスナック店に行くと、店内では蘇おばさんが一人でテーブルを拭い

ていた。二人は少し怖くなり、戸口に立ったままで中へ入る勇気がなか

ったが～)

「只兄γ」の中でも特に、新たな人物が空間移動によつて物語の場面に登場

し、その人物と知覚主体との会話が始まるところから物語の展開が進むという、

旧白話章回小説『紅楼夢』などの中で頻用される定型化した用法は、今回の調

査の限りでは当代小説の中にはほとんど見られなかった。これは、事象を知覚

主体の「見え」として捉えるか、それとも事象をそのまま言語化して提示する

か、という違いであり、つまるところ、誰の視点から事象が見られ、誰の視点

から物語が語られているかという、語りの本質に関わる問題と切り離せないと

考えられるが、その詳細な検討は稿を改めて行いたい。
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